
令和３年度 経過

飯島町の取組

４月 実践研究開始
県スポーツ課との懇談会 方針等の検討

５月 発足に向けて検討会（３回実施）
～ スポーツ団体連絡協議会との調整
11月 事前説明会(学校内のスポーツ文活動運営委員会) 等

「飯島プラス１クラブ」発足会及び保護者説明会

12月 地域指導者向け説明会
飯島プラス１クラブ加入申込開始
指導者登録募集

令和４年
１月 飯島プラス１クラブ活動開始

２月 新入生オリエンテーション（資料配布）

３月 次年度に向けて各部署との打ち合わせ



組織図

飯島町の取組

〔組織の特徴〕

地域の既存組織（スポーツ団体連絡協議会）内の

社会体育部の少年団体部署と連携を図り、新たに

「少年スポーツ団体連絡協議会」設立。

その中に、受け皿となる運営団体として同クラブを創設。

代表：少年スポーツ団体連絡協議会長

運営委員：社会体育部少年団体代表等

事務局長：町教委

会計：町教委

監事：町スポーツ連絡協議会

顧問・参与：町長、町議会議長



飯島町の取組

〔課題〕
○整備した体制・組織の確立
安定した運営を目指した役割と人材、予算

○地域指導者の確保
地域指導者による主体的な活動、教員の兼職兼業に頼る

○地域移行への理解
積極的な情報発信、関係者の理解

〔「飯島プラス１クラブ」の目指す姿 ～発足案内より～〕
〇スチューデントファースト(生徒が求める活動を維持できる)環境の構築
生徒の希望に応じた活動を支え、体制を整備していく

〇地域指導者による充実した休日(土日)の活動指導
部活動指針を踏まえた充実した活動を図り、生徒の競技力向上を目指す
地域指導者と教員との連携、指導による生徒の成長を図る

〇様々な人との関わりから、多様な価値観を認められる人間形成
生徒が多様な価値観を認め、自己を確立し、人間形成の面からの成長を図

〇世代を超えて相互に関わり合い、お互いに成長できる体制作り
すべての世代がひとつの団体を組織し、相互に良い影響を与えながら成長できる
児童生徒が、いずれ地域指導者として戻ることで、継続した体制づくりを目指す


